
フォーラム「フランスから考える
⺠俗資料の収集保存と活⽤⽅法」

2023-10-31 Tues.13:15–13:25
ニュースパーク日本新聞博物館

1

科研費基盤研究Ｃ（課題番号：23K00959）「民俗資料」の収集保存基準と検索名称の開発:工場部品から日記まで

13:15–13:25 問題提起「あふれかえる民俗資料の未来」

宇仁義和（東京農業大学生物産業学部）

13:25–13:55 報告１「民俗資料の収集と保存に関する小規模地方博物館の状況」

持田誠（浦幌町立博物館）

14:00–15:30 講演「フランスの博物館と民俗資料の収集保存と活用」

 アリス・ベルトン（グルノーブル・アルプ大学）

15:40–16:10 報告２「民俗資料のメタデータと情報化保存の可能性」

 本間浩一（慶應義塾大学附属システムデザイン・マネジメント研究所）

16:15–16:45 総合討論

17:00 総員退出 → カフェで懇談会



13:15‒13:25問題提起「あふれかえる⺠俗資料の未来」
 宇仁義和（東京農業⼤学⽣物産業学部）

３年間の内容

１ 収集指針の提案

２ 廃棄と譲渡に関する基準の提示

３ 検索用メタデータの追求

４ 通文化的検索名称の考案

５ 海外博物館での扱いの共有

2

科研費基盤研究Ｃ（課題番号：23K00959）
「民俗資料」の収集保存基準と検索名称の開発:工場部品から日記まで



3

研究のねらい



１ 立体大型、不定形

２ 量産品と価値不明

３ 来歴や経験からの資料価値

４ 名称の揺らぎ

５ 未審査未選定

６ 連携と分担の不足

７ 活用の議論不足

８ 未検討の廃棄や処分

4問題意識

⺠俗資料の特徴



各地の博物館が同じ資料を複数所蔵する意味はあるか
5

斜⾥町⽴知床博物館農業資料等収蔵施設

１立体大型、不定形 ２量産品と価値不明



6

水稲直播機（湛水式タコ足式）

水田直播機
通称タコ足といわれた

黒田式直播機（タコ足）
／たこ足直播機

多足式直播機
俗に、たこ足と

呼ぶ

たこ足直播器

昭和式種蒔器

検索名称の設定
の必要性

４名称の揺らぎ



7

受⼊登録⼿続
の再検討、
それに必要な
近隣館との
役割分担、

活⽤も明記
諏訪市博物館

量産品は対象外の⺠俗系博物館もある ５未審査未選定
６連携と分担の不足



8量産品は対象外の⺠俗系博物館もある
博物館：⺠俗資料は積極的には収集し
ていない。学芸員は⺠俗芸能が専⾨。
⺠俗資料：⽣涯学習スポーツ課⽂化財
が担当→資料館や廃校で保存
（飯⽥市美術博物館）

以上２点の事例は知られていない
郷⼟館系は情報流通が少ない

↓
全国的な情報流通網が欲しい

飯⽥市美術博物館



⺠俗資料の活⽤＝動態保存？
廃校収蔵施設に蓄⾳機やステレオなどの登録資料
を動態利⽤した喫茶室をオープン。蓄⾳機はニス
の塗り直し、ピックアップの後付け保修あり→

斜⾥町⽴知床博物館農業資料等収蔵施設

9

論点
１）受け⼊れ時の状態を保持せず現在の薬
剤塗布や他機種の部品流⽤は許されるか
２）活⽤は「聴く」という体験を継承＝資
料の機能や役割の保存と⾔えるか
３）現状の保存は形態の保存に過ぎないの
ではないか

７活用の議論不足

類似⾏為：カメラ撮影、もちつき



10イコム職業倫理規定(2004)は処分を条件付で記載

北海道⽴北⽅⺠族博物館

Museum für Völkerkunde Dresden

Am. Mus. New York

収蔵品の除去
2.13 博物館の収蔵品からの除去博物館
の収蔵品から資料もしくは標本を除去す
ることは、その資料の意義、性格（更新
できる場合もできない場合も）、法的な
位置、およびそのような⾏為から⽣じ得
る公衆の信頼の損失を⼗分理解した上で
のみ⾏われるべきである。

↓
計画的な交換や廃棄は検討価値あり

８未検討の廃棄や処分
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1
⽣産者数

⽣産量
iPhone

モナリザ 著名絵画

⾼級時計

家電
製品

カメラ

無名絵画

たこ⾜

鍬

肌着

アパレル製品
唐箕

プラウ

雑誌
新聞

⺠具
美術資料

量産品スペクトラム

⺠俗資料の範囲と
２つの量産品仮説

多

1

多

型番付き⼤量⽣産品

⾺そり

集乳⽸ 除草機

⾏李

たんす

⽕鉢

本⽇の対象

未選定選定

写真

準⺠具

シン量産品

選定

⽇記⼯場部品



2023-10-31 Tues.13:15–13:25
ニュースパーク日本新聞博物館
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日程

13:25–13:55 報告１「民俗資料の収集と保存に関する小規模地方博物館の状況」

持田誠（浦幌町立博物館）

14:00–15:30 講演「フランスの博物館と民俗資料の収集保存と活用」

アリス・ベルトン（グルノーブル・アルプ大学）

15:40–16:10 報告２「民俗資料のメタデータと情報化保存の可能性」

本間浩一（慶應義塾大学附属システムデザイン・マネジメント研究所）

16:15–16:45 総合討論

17:00 総員退出 → カフェで懇談会？
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資料の無秩序な廃棄は
すでに始まっている

現実に追いつく必要性

今⽇のフォーラムは課題
や論点を洗い出す場に

札幌の東にある江別市で
アスベストを理由に⺠俗
資料を建物ごと廃棄
北海道新聞 2023-10-13以上


